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基本方針・報告 

  2013年に策定した3ヶ年計画の最終年、組織運営指針として以下の3つの実現に取り組みました。 

 

  （１）理事会組織の改編・強化。 

  （２）事務局業務の改善・簡略化・企画立案提言力強化。 

  （３）「集う」場という、開かれ、利用される事務所環境つくり。 

 

 具体的には、運営会議の設置や正副担当理事制による運営強化を図り、また、会員制度の見直すこと

で会員の会議室利用や備品貸出が飛躍的に伸びるなど、当初の計画に添った成果が得られました。 

 また、基幹事業である「情報交流会」と「助成金セミナー」、２つの事業を補完する既存の事業を、

エコネット近畿が考える中間支援組織としての５つの役割、①情報の受発信・交流、②団体・人材育成、

③コーディネート、④コンサルティング、⑤統一テーマ活動に分類して再編成し、各々の事業の目的と

対象を明確化しました。 

 これにより、年間を通じ環境ＮＰＯ団体及び環境セクター全体のニーズに寄り添い、団体がネット

ワークを構築・連携したり、組織基盤強化をめざすための「場」や「機会」を創出・提案する基礎がで

きあがりました。 

 今回3回目を迎えた宿泊形式の「情報交流会」は、会を重ねるごとに多様な世代、多様な分野の団体

の参加する会へと広がりを見せ、交流会終了後には、参加団体同士による連携事業が報告されるなど着

実な成果を残しました。 

 もうひとつの基幹事業である「助成金セミナー」では、助成財団担当者の協力により、ワークショッ

プ形式で「助成申請書の書き方のポイント」をお伝えいただくなど実践的なプログラムの提供につとめ

た結果、セミナー開催地での採択数の増加が顕著にみられました。 

 また、会員規程の見直しにより会議室利用や備品貸出の利用者が増え、「集う」場、開かれ、利用さ

れる事務所環境づくりが大きく進みました。 

 さらに、「森林環境教育（森林ESD）活動報告・意見交換会」など外部団体との共催事業や、協力

事業の開催により、新たなネットワークの広がりをみることができました。               
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平成28年度事業報告書 
 

１.情報の 
受発信・交流 

・近畿の持続可能で豊かな社会の実現に関わる情報(提供・仲介）の受発信 
・環境保全活動のネットワーク構築 

1-1 第12回近畿の環境団体情報交流会〜キラリ！未来へつながる２日間～の開催 

【目  的】①近畿の環境団体が互いの活動内容を共有し、出会う場を提供する。 
      ②団体の組織運営力の強化、向上を目指す。 
 
【実  績】参加数90人（73団体）/ 目標100名 
      （内訳）会員:27人、一般:46人、学生:17人  
          宿泊73人 日帰り17人    
      会員12人の獲得。 
                10代～70代までの世代間の意見交換ができた。 
      交流会終了後、参加団体が繋がりイベントを開催。 
                  ＮＰＯの多くが課題とする「若者の参加」「事務局の困 
                  りごと」は、今後のエコネット近畿事業の参考となった。 
 
【実施日時】平成28年（2016）6月24日（金）・25日(土) 
【実施場所】生駒山麓公園ふれあいセンター （奈良県生駒市俵口町） 
【対 象 者 】 環境活動に取り組む団体の役員、事務局スタッフ、 
      企業・行政の環境担当者 
【参 加 費 】 一般  7000円（発表有）、8000円（発表無） 
      会員  5000円、学生 4000円 
【内    容】①参加団体による活動事例発表、質疑応答 60団体  
      ②情報交換・交流会 
      ③テーマ別分科会：実行委員会持込企画 6テーマ、参加者募集 2テーマ 
       若者の参加 地域連携、事務局課題、環境教育、公害、予防的自然保護 
       森林保全・人権（国際）など 
【主  催】ＮＰＯ法人エコネット近畿 / 一般財団法人セブン-イレブン記念財団 
【企画・運営】近畿の環境団体情報交流会実行委員会 2016 
【後    援】大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県、和歌山県 
      大阪環境パートナーシップネットワーク「かけはし」 
【収  入】848,573円（助成金、参加費） 
【支  出】748,002円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費、他） 
【収支差額】100,571円 
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1-2 エコネット・カフェ（環境井戸端会議）の開催   

【目  的】①団体の活動を社会に認知される機会と場の提供。 
      ②興味関心のある分野の情報について他の団体と交流する。 
       
【結  果】情報交流会で発表いただいた学生団体、若い世代の団体を中心に発表いただき、 
      市内の地域活動協議会のみなさんなど、これまでにないセクターからの参加を募る 
      ことができた。            
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「ボランティアから事業展開へ」              【参 加 者】  8人 
【お  話】矢裂 淳さん （道草・寺子屋 代表） 
【内  容】学生ボランティアの必要性と持続的運営のコツ。 
 
「見えない油『パーム油』 

 ～日本の消費とボルネオの熱帯林破壊のつながり～」   【参 加 者】  8人 

【お  話】石崎雄一郎さん ウータン・森と生活を考える会 事務局長 
【内  容】消費生活から地球環境問題（ボルネオの生態系）を考える。 
 
「大学生と地域が協働する伏見のヨシ原の保全活動」     【参 加 者】  8人 
【お  話】龍谷大学0DEN（龍谷大学・学生団体）  
【内  容】京都伏見の環境保全を研究する学生団体による活動発表。 
 
「NPOで働く。地活協で働く。」                                  【参 加 者】22人 
【お  話】木村武史さん、西村牧子さん（NPO法人 榎本地域活動協議会 職員）         
【内  容】普通の大学生が地活協に就職した理由、地域のNPOが雇用した理由。 
 
「若者を巻き込む活動の作り方！ 
 ～クリスマスに100人がサンタさんに～ 」               【参 加 者】  6人 
【お  話】岡見厚志さん（World Seed 代表） 
【内  容】若手人材の募集や育成のヒント。（活動事例をもとに） 
 
「モチベーション・しゃべる～しゃべって深めて新発見～」  【参 加 者】12人 
【お  話】足立哲さん、松田莉奈さん（八尾学生団体 はちのじ） 
【内  容】八尾環境フェスティバル学生事務局はちのじが人と繋がるゲームを披露。 

【課 題 点 】 集客が十分ではない。 
【改 善 点 】 広報手段を見直す。 
       人数より交流度（深まり・広がり）重視。 
 
【収  入】12,800円（参加費） 
【支  出】12,371円（旅費交通費、会議費、印刷費） 
【収支差額】   429円                                                                 
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1-3 ホームページ、メールニュース、フェイスブック等による情報発信・公開 

【目  的】支援する人・団体と支援を求める人・団体を「結ぶ」 
      ①行政、企業、研究機関、環境NPO間の情報発信・交流。 
      ②多様な環境活動情報の配信により、環境啓発をはかる。 
      ③会員団体の情報発信。 
      ④地域資源のリソースマッチング（人材、フィールド、資金等）。 
       
【事業概要】環境NPO、行政、企業、研究機関、地域住民に対し、環境情報、イベント情報、 
      助成金・補助金情報、ボランティア情報、会員のインタビュー記事等を配信。 
 
【実  績】「顧客」が求める情報を、活用しやすい形で発信する体制を整える。 
      ・ホームページアクセス（閲覧者数）：平均 2,209回／月 更新1回／週 
      ・メールニュース：月2回＋臨時号 28号  配信数1364部 
      ・エコネット近畿会員情報メール：67号   
      ・フェイスブック：365 いいね！ 
      ・ニュースレター：年2回（会員、協力施設へ配布）200部 
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1-4 各展示会への出展  

【目  的】①活動の広報および参加者交流。 
      ②環境活動の市民へのひろがりを目指す。       
【結  果】7会場（イベント） 
 
＜第１60回 河川塾＞ 
【実施日時】平成28年（2016）7月1日（月） 
【実施場所】大阪府環境情報プラザ (大阪府大阪市） 
【来 場 者 】 8人 
【主  催】NPO法人近畿水の塾 
【内  容】発表「NPO法人エコネット近畿 の取組について ～近畿の環境NPOと共に〜」 
 
＜2016年まるごと爽健説明会・社会貢献活動説明会＞ 
【実施日時】平成28年（2016）7月1日（月） 
【実施場所】パナソニック 松心会館 2階 (大阪府門真市） 
【来 場 者 】 約50人 
【主  催】パナソニック松愛会 
【内  容】パナソニック松愛会３７支部の社会貢献活動報告会にて「助成金活用情報」の提供。 
 
＜第9回 水辺の匠おもしろステージ＞ 
【実施日時】平成28年（2016） 7月23日(土)・24日（日） 
【実施場所】水のめぐみ館ウォーターステーション琵琶（滋賀県大津市） 
【主  催】ウォーターステーション琵琶の会 
【来 場 者 】3,862人 
【内  容】エコネット近畿 主催事業のパネル展示、スタッフ参加。 
 
＜平成28年度 スタッフ向け 環境NGO・NPO 能力強化研修（近畿ブロック）＞ 
【実施日時】平成28年（2016） 11月12日(土) 
【実施場所】弁天町 ORC200 生涯学習センター 特別会議室 （大阪市） 
【主  催】NPO法人イー・ビーイング 
【来 場 者 】10人 
【内  容】「あなたもできる環境NPOのクラウドファンディング」アドバイザー  
 
＜平成28年度 スタッフ向け 環境NGO・NPO 能力強化研修（近畿ブロック）＞ 
【実施日時】平成28年（2016） 12月17日(土) 
【実施場所】京エコロジーセンター （京都市） 
【主  催】NPO法人イー・ビーイング 
【来 場 者 】10人 
【内  容】「スマホからはじめよう！WEB活用術」アドバイザー 
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1-4 各展示会への出展  

＜なら環境ミーティング2016＞ 
【実施日時】平成28年（2016） 12月10日(土) 
【実施場所】奈良教育大学 
【主  催】なら環境ミーティング実行委員会 
【来 場 者 】53人 
【内  容】近畿の環境団体情報交流会 基調報告 
 
＜環境フェスタIN交野＞ 
【実施日時】平成29年（2017） 3月12日（日） 
【実施場所】星の里いわふね（大阪府交野市） 
【来 場 者 】 3467人 
【主  催】交野市民環境会議 
【内  容】エコネット近畿の事業紹介パネル展示、スタッフ参加。 
 



・持続可能な社会の形成に向けた地域づくりを行うNPOに対し、活動支援 
 となるセミナーを開催 
・環境NPOや環境活動リーダー、運営スタッフのスキルアップ 

2-1 環境市民活動助成金セミナーの開催 

 
【実施日時】平成28年（2016）9月24日（土） 
【実施場所】京エコロジーセンター 
【対  象 者】資金調達に関心のある環境NPO,任意団体、行政の方 
【内  容】①助成金模擬審査ワークショップ 
       「助成金を活用するということ」 
       助成財団担当者をまじえたグループワーク 
      ②助成団体プレゼンテーション（全国5団体、京都１団体） 
      （参加協力助成財団） 
       独立行政法人環境再生保全機構「地球環境基金」 
       公益財団法人河川財団「河川基金」 
       公益財団法人自然保護助成基金 
               「プロ・ナトゥーラ・ファンド助成」 
       セブン-イレブン記念財団「2017年度環境市民活動助成」 
       京都府「地域力再生プロジェクト支援助成事業交付金」 
      ③個別相談会 
【主  催】ＮＰＯ法人 エコネット近畿 
      一般財団法人 セブン-イレブン記念財団 
【共  催】公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会 
 
【課 題 点 】 開催地団体の参加が少なかった。 
                  異なる成長ステップ、規模の団体が対象 
【改 善 点 】 近畿の地の利を活かし、大阪で開催。 
   制度説明と分科会（ワークショップ、ミニレクチャー等） 
       を複数用意し、1日中フルタイムでの開催を試みる。 
       規模や成長ステップ、関心事にあわせ「助成制度」を 
       紹介し、抱える課題に寄り添い支援する。 
 
 
 

【目  的】①助成申請経験別に対象をしぼり、事前にプレセミナーを 
       開催することで、それぞれの対象者が「助成金」をより 
       効果的に活用できるよう情報を提供する。  
      ②団体の組織運営力の強化、向上を目指す。 
 
【結  果】実績 19人 ／ 目標 50人  
      セミナー開催後の助成申請書アドバイス依頼（2件） 
      開催地域の地方自治体、中間支援組織、助成財団との連携       
      により役割や経費を分担し開催することができた。 
      助成財団担当者にもグループワークに参加いただき、申請 
      の際のより実践的なアドバイスが得られた。 

【収  入】131,981円（助成金、参加費、寄附金） 
【支  出】129,134円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費  他） 
【収支差額】    2,847円                                                                
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会場の様子 

ワークショップ 

個別質問会 



2-2 団体・人材育成のための助成金セミナーの開催 

【目  的】①初めて助成申請に取り組む方に、助成金の基本情報を提供する。 
      ②団体の成熟度や目的に応じた「資金調達力を身につける」。 
 

ⅰ.水とみどりの環境活動のための助成金セミナー 
 
【実  績】実績：12人 /目標：30人   
【実施日時】平成28年（2016）8月4日 18:30～21:00 
【場  所】川の駅＜はちけんや＞（大阪市中央区） 
【対  象 者】はじめて助成金申請をする方 
      これからNPOを立ち上げたい方 
【内  容】①「助成金を活用するということ」 
      ② 助成申請書の書き方ワークシップ  
        ③ 助成制度説明   
【主  催】ＮＰＯ法人エコネット近畿 
【共  催】ＴＯＴＯ株式会社、コメリ緑育成財団 
【協  力】にぎわいXing、GreenCafe川の駅はちけんや店 
【収  入】   16,500円（助成金、参加費） 
【支  出】   29,619円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費他） 
【収支差額】▲13,119円 
 
     

ⅱ.NPO法人瀬戸内オリーブ基金助成制度説明会 
 
【実  績】実績：7人 /目標：15人  
      採択団体 1団体  
【実施日時】平成28年（2016）8月19日 14:00～16:00 
【場  所】エコネット近畿 事務所（大阪市北区） 
【対  象 者】はじめて助成金申請をする方 
      これからNPOを立ち上げたい方 
【内  容】①瀬戸内オリーブ基金の成り立ち 
      ②助成制度説明、過去の採択事例 
      ③応募書類の書き方 
      ④質疑応答、個別質問    
【主  催】ＮＰＯ法人エコネット近畿 
【協  力】NPO法人瀬戸内オリーブ基金 
【収  入】 0円 
【支  出】 0円 
 
 
【課 題 点 】 助成金申請経験がない新規団体の巻き込みをはかる。 
【改 善 点 】 環境のどの分野の活動に対する助成制度かを明確に告知し、初めて申請する団体に 
                  ついてもマッチング率を向上させる。 
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2.団体・人材育成 
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２.団体・人材育成 
 

2-3 環境NPOスキルアップセミナー NPOのための実践マネジメント講座の開催 

【目  的】①近畿の環境団体の「組織運営力」のスキルアップによる活動の活性化。 
      ②組織において運営のコアな部分に関わるスタッフ育成。 
 
【実  績】セミナー終了後、得た知識やスキルを実践に活かし2団体がリーフレットを完成。       
      平成28年度大阪市NPO・市民活動企画助成事業（大阪市教育委員会・大阪市総合 
      生涯学習センター）として開催、図書館・区役所等新たな広報先で顧客開拓できた。 
      参加団体同士の連携や、他のエコネット近畿主催セミナーへの参加につながった。 

10 

「あなたの団体に適した資金調達法はどれ？環境活動に必要不可欠な資金調達のノウハウ」 
【実施日時】平成28年（2016）10月13日（木）18：30～21：00 
【実施場所】大阪市立総合生涯学習センター 第8研修室 
【講  師】寺川裕子さん（NPO法人里山倶楽部） 
【参加者数】実績数：10人（目標：20人） 
【事業概要】ミニレクチャー＆ワークショップ形式 
「仲間が集まる！活動が伝わる！共感を生み出す三つ折りリーフレットづくり」 
【実施日時】平成28年（2016）11月17日（木）18：30～21：00 
【実施場所】大阪市立総合生涯学習センター 第5研修室 
【講  師】林田全弘さん（小さなNPOを応援するデザイナー） 
【参加者数】実績数：22人（目標：20人） 
【事業概要】ミニレクチャー＆ワークショップ形式 
「誰に伝え、誰から資金を得るの？顧客管理から学ぶ市民団体の運営方法」 
【実施日時】平成28年（2016）12月1日(木）18：30～21：00 
【実施場所】大阪市立総合生涯学習センター 第5研修室 
【参加者数】実績数：14人（目標：20人） 
【事業概要】ミニレクチャー＆ワークショップ形式 
       
【対  象 者】スキルアップをめざす団体運営スタッフ 
【収  入】 141,600円（助成金、参加費、他） 
【支  出】 152,688円（消耗品費、広告費、印刷費、賃借料、旅費交通費 他） 
【収支差額】▲11,088円 
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２.団体・人材育成 
 

2-4 会員団体への会議室・備品の貸出   

【事業概要】会議室・備品の貸出などの支援により、少人数のセミナーを開催し活動を広めて 
      いただく機会と場を提供する。       
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 会議室貸出         41件 

年 月 回数 利用者数 

平成28年  4月 1 2 

5月 0 0 

6月 3 23 

7月 6 99 

8月 3 13 

9月 4 21 

10月 9 69 

11月 3 27 

12月 7 53 

平成29年  1月 1 30 

2月 2 18 

3月 3 16 

合 計 44 371 

備品貸出          19 件    

備品（ごみハサミ）     3件 / 250本 

エコ☆スカ2016（1回） 60本 

天満宮ごみ拾い（1回） 100本 

おお川クリーン活動（2回） 90本 

その他の備品貸出件数   16件 

   
 机、椅子、名札、腕章、スピーカー 
 プロジェクター、ブルーシート 
 卓上ベル、タイム管理シート 
 



 
 
 
 

 
 

平成28年度事業報告書 
 

3.コーディネート 
 

・近畿で環境活動を行うNPO、企業、行政のネットワークの構築支援 
・環境活動における地域間、分野間の協働推進 
・環境活動資源交流（人、モノ、資金、情報、マネジメント、専門スキル） 

3-1 企業と環境ＮＰＯの協働セミナーの開催 

3-2 CSRのコーディネート  

【目  的】①企業とNPO、行政の連携・協働事例から新しい協働のヒントを得て頂く。 
      ②企業とNPO、行政の協働を考える場、出会いの場を提供する。 
 
【事業概要】企業や行政、地域の方に、環境NPOの活動を認知して頂く機会として場を提供する 
      と共に、潜在的な協働のニーズやウォンツを探る場とする。 
 
【実  績】34人（目標 60人）、会員入会数 ２人（団体会員 1、個人会員 1） 
      ・実際に地域団体と連携を希望する企業に対して、後日 
       ヒアリングを行った。（継続中） 
 
【改 善 点 】ＣＳＲ担当者への広報を強化により、企業参加を増やす。 
 
【実施日時】平成29年（2017）2月3日（金）14:00～16:30 
【実施場所】大阪産業創造館 5階 研修室A・B 
【対  象 者】協働に関心のある企業、行政、環境NPO 
【事業概要】①協働事例発表 
       住友ゴム工業株式会社、TOTO株式会社 
       公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団） 
       認定NPO法人サービスグラント 
      ②パネルディスカッション 
      ③名刺交換 
 
【収  入】 65,000円（助成金、参加費） 
【支  出】 38,289円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費他） 
【収支差額】 26,711円 

【目  的】企業と環境NPOの協働を促進する。 
【実  績】１社：協働セミナー終了後、参加された企業と地域団体の連携をすすめるため、 
      ヒアリングを実施した。 

3-3 ボランティアのコーディネート  

【目  的】 「ボランティアしたい人」と「人材を求める団体」をつなぐ。 
【事業概要】ホームページ、メールニュース等にて環境NPOにおける人材マッチングをする。 
【実施時期】継続、随時。 
【実  績】ボランティアを希望する学生に活動を紹介し参加につなげた。 
      他館から依頼のあった「ボランティアしたい人」のニーズに基づく「活動団体」の 
       「照会」に応じた。 
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4.コンサルティング 
 

・持続可能な地域づくりを行う環境NPO、企業、行政に対し、各相談に応じ 
 助言や紹介、支援を行う 
・環境活動をすすめる際に必要な支援を受けたり、情報を入手できる場となる 

4-1 個別相談への対応 

【目  的】①環境NPOが抱える個別の課題に共に向き合い、解決への糸口を見出す。 
      ②団体内の課題を解決することで、活動の活性化を促す。 
      ③相談内容から共通課題を抽出し、支援事業を実施する。 
 
【事業概要】環境活動をしている団体、または、これから環境活動を始めたいと考える個人に       
      に対し、電話やメール、ファクス、来所にて随時相談を受け付ける。 
      また、各セクターが地域で環境活動を推進しようと考える際に必要な情報を提供。 
 
【結  果】対応件数:321件 （前年対応件数:271件） 
      ・広報支援依頼：228件（前年：120件） 
        イベント情報等メールニュース、HPへの掲載依頼、チラシの配架依頼。 
      ・資金調達についての相談：31件（前年：21件） 
        助成金申請書のアドバイス（10件）、助成金情報の問合せ、推薦状の発行。 
      ・地域資源マッチング  
        ネットワーク（団体や個人の照会など）24件 
        資源提供（場所など）9件 
      ・マネジメント、協働、ノウハウ、専門性に関する相談：29件 
        NPO設立・運営に関する相談、定款の変更、役員変更手続・事務所移転登記、 
        NPO解散手続き、規程の策定。 
      多様な主体・多様な相談に応じられる事務力の向上のため、NPO法人事務力検定 
       （初級）に合格。 
 
【課  題】すべてのカテゴリー内に「情報」の要素があり、相談内容の7割が「情報」として 
      分類された。ニーズを明確にするため、相談内容のカテゴリー分類を検討。 
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5.統一テーマ活動 
 

5-1 河川流域自然環境再生支援／クリーンアップ活動への協力  

【実施日時】随時 
【対  象 者】近畿の河川流域で活動しているNPO/企業・行政・専門家および住民 
【事業概要】Webサイトへの情報掲載 
 
【収  入】  17,533円（エコポイント寄付） 
【支  出】    19,872円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費、他） 
【収支差額】   ▲2,339円 

【目  的】①環境啓発活動として地域と連携した一斉活動（一斉調査、一斉清掃等）を行う。 
      ②NPO活動の「見える化」と「活性化」。 
 
【事業概要】「きれいな水辺でつながろう～びわ湖・淀川クリーンアップ」をキャッチフレーズ 
      に、NPO活動の「活性化」「見える化」を支援することで、広く市民に環境問題へ 
      の気づきを広め、地域住民の生活環境の改善を図る。 
      地域で実施する一斉清掃に、ごみハサミの貸出や広報による協力を行ったり、Web 
      サイト上に、活動団体情報やイベント情報を掲載。 
 
【実  績】統一テーマとしての実施活動はなかった。企業CSRクリーンアップを実施(前述） 
      地域で実施する一斉清掃の実行委員会に参加し、ごみハサミ、会議机等備品の貸出、 
      広報協力、当日のスタッフ参加を行った。 
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・近畿の持続可能で豊かな社会の実現に向けて、地域や分野を越えて、 
 個別団体の活動をつなげる 

＜HORIKAWA エコ★スカ 2016＞協力活動 
【日  時】平成28年（2016）10月30日（土）9:00～11:30  
      平成28年（2016）12月10日（土）10:00～16:00 
    
【実  績】総数50人（近隣の企業、学生、任意団体、個人など） 
      地域の地縁組織や企業とのネットワークができた。 
 
【場  所】大阪市北区堀川地区 
【内  容】北区堀川地域の地縁組織、企業、任意団体、 
      大阪市北区まちづくりセンターと連携 
      「調査・ゲーム型ごみ拾い」のスタッフとして活動。 
      地域一斉清掃：1チーム5人制のチーム対抗ごみ拾い 
      小型家電回収：家で眠っている不要小型家電を回収! 
【主  催】HORIKAWAエコ☆スカ実行委員会 
【協  力】堀川地域活動協議会、堀川連合振興町会、 
      堀川地区社会福祉協議会、堀川女性会 
      堀川小学校、NPO法人ダカー歩、Caféくるみ、 
      NPO法人エコネット近畿 
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６.その他 
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6-1 他団体との共催・協力事業の開催                   

 

ⅰ.森林環境教育（森林ESD)活動報告・意見交換会 
 
【実  績】87人（48団体、9都道府県）  
【実施日時】平成29年（2017）1月28日（土）10：00～17：00 
【場  所】近畿中国森林管理局 大会議室 
【対  象 者】森林環境教育に取り組む団体・教育機関、関心のある団体・教育機関 
【内  容】①講演 
      ②活動報告発表：6事例 
      ③参加者意見交換会：ワークショップ形式 
      ④参加者交流     
  
【主  催】林野庁近畿中国森林管理局箕面森林ふれあい推進センター 
【共  催】公益社団法人国土緑化推進機構、ＮＰＯ法人 エコネット近畿 
【後  援】文部科学省、きんき環境館、大阪府、 
      国立大学法人京都教育大学、大阪青山大学、 
      全国緑の少年団連盟、経団連自然保護協議会 
 
【課 題 点 】・学校とNPO、学校と企業の協働事例の掘り起こし。 
       ・学校関係者の集客。 
 
【改 善 点 】主催事業で築いた多様なセクターへの呼びかけ。 
 
【収  入】 0円（助成金、参加費） 
【支  出】 0円（消耗品費、広告費、賃借料、旅費交通費他） 
 

ⅱ.企業・NPO等参加による東北海岸林の復活と 
  子どもたちに笑顔を贈る活動説明会 in 大阪  
 
【実  績】15人   

 
【実施日時】平成29年（2017）2月10日（金）13：30～16：00 
【場  所】大阪・南港ATCビル11階 
【対  象 者】企業・NPO等の民間団体及び関心のある個人 
【内  容】①講演 
      ②事例紹介：6事例 
      ③質疑応答          
【主  催】公益社団法人国土緑化推進機構 
【共  催】公益財団法人大阪みどりのトラスト協会 
【後  援】岩手県 
【協  力】アジア太平洋トレードセンター株式会社 
      特定非営利活動法人イー・ビーイング 
      特定非営利活動法人近畿環境市民活動相互支援センター 
 
          



2 平成28年度総会の開催 

3 理事会の開催  

【実施日時】平成28年(2016) 5月22日(日） 
【実施場所】おおさかATCグリーンエコプラザ ATC  ITM棟 １１F 
【対  象  者】エコネット近畿 会員 
【内  容】審議事項 
      第1号議案 平成27年度 事業報告書             承認の件                       
      第2号議案 平成27年度 活動計算書、監査報告        承認の件   
      第3号議案 会員の入会金及び年会費に関する規程変更（案） 承認の件                                   
      第4号議案 平成28年度 事業計画書（案）            承認の件 
      第5号議案 平成28年度 活動予算書（案）          承認の件 
                その他、連絡・報告事項 

 第29回定例理事会 
   日  時：平成28年（2016） 4月25日（月） 
   場  所：エコネット近畿 事務所 
   出席者数：12人（本人出席9人、書面評決3人） 
   内  容：平成28年度総会審議事項、会員規程変更の件 
 
 第30回定例理事会 
   日  時：平成28年（2016） 5月22日（土） 
   場  所：おおさかATCグリーンエコプラザ ATC  ITM棟 １１F 
   出席者数：10人（本人出席10人） 
     内  容：理事 
 
 第31回定例理事会   
   日  時：平成28年（2016） 9月27日（火） 
   場  所：エコネット近畿 事務所 
   出席者数：10人（本人出席8人、書面表決2人） 
   内  容：平成27年度エコネット近畿今後の主催事業について、理事会規定について 

1 役員等の数 

・理 事 長     1人 
・副理事長          １人 
・理  事 14人 
・監  事 2人 
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運営体制 
 

・事務局業務の改善、簡略化、企画立案提言力強化のため、運営会議を新設 



3 理事会の開催  

   第32回定例理事会 
   日  時：平成28年（2016） 11月18日（金） 
   場  所：エコネット近畿 事務所 
   出席者数：10人（本人出席8人、書面表決2人） 
   内  容： 平成27年度事業報告書（見込み）(案)、活動計算書（見込み）(案) 
         平成28年度事業計画書（案）、活動予算書（案） 
                    
 第33回定例理事会 
   日  時：平成29年（2017） 2月3日（金） 
   場  所：エコネット近畿 事務所 
   出席者数：１４人（本人出席10人、書面表決2人） 
       内  容：平成28年度事業報告書（見込み）(案)、活動計算書（見込み）(案) 
          平成29年度事業計画書（案）、活動予算書（案） 
                        定款の変更（案）、役員の選任（案） 
        総会内容について 
 
 
 
 
 
 
 第2回 運営会議   
   日  時：平成28年（2016） 7月25日（月） 
   場  所：エコネット近畿 事務所 
   出席者数：7人 
   内  容：3ヵ年協定に伴う中期計画、 
         理事改選期に伴う新年度の理事候補 
 
 第3回 運営会議   
   日  時：平成28年（2016） 12月7日（火）19：00 
   場  所：エコネット近畿 事務所 
   出席者数：8人 
   内    容：3ヵ年事業報告（案）、3ヵ年事業計画（案） 
        29年度事業計画等、変更の確認、 
        29年度事業スケジュールの決定 
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運営体制 
 

４ 運営会議の開催  



会員数の推移  
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会員数の推移 
 

会員総数  94 団体・人  
（内訳）  
■正会員    団体22 個人45 計67人  
■賛助会員   団体13 個人14 計27人     
                                 （平成29年 3月） 

    平成26年度 
期末 

平成27年度 
期末 

平成28年度 
期末 

前年比
（％） 

平成28年度 
期首計画 

会 

員 

正
会
員 

団 体 14 19 22 15.8％↑ 34 

個 人 37 35 45 28.6％↑ 41 

企 業 0 0 0 ― 1 

賛
助
会
員 

団 体 11 11 13 18.2％↑ 14 

個 人 19 14 14 ― 19 

企 業 0 0 0 ― 1 

計  81 79 94 19.0％↑ 110 
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 昨年の総会での会員制度の見直し（入会金の廃止、会議室の無料貸出など）の結果、既存会員 
は「個人会員から団体会員」への種別変更、新規入会者は「賛助会員より正会員」を選択する方 
が増える傾向がみられた。 



  

 NPO法人エコネット近畿 
（特定非営利活動法人近畿環境市民活動相互支援センター） 
 

 〒530-0041 
 大阪市北区天神橋2丁目北1-14 サンプラザ南森町401   
 ＴＥＬ：06-6881-1133 
 ＦＡＸ：06-6949-8288 
 E-mail：jimukyoku@econetkinki.org 
 URL：http://econetkinki.org 


	� � � � � � ������������ 平成28年度事業報告書�平成28年（2016）4月1日から平成29年（2017）3月31日まで� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20

